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（情勢）

カルシウム摂取量と水産物の関係
（田口さつき）

本稿は、日本人に不足しがちなカルシウムにつ
いて水産物との関係をみた。まず、「国民健康・栄
養調査」で長期的推移をみたところ、水産物の消
費減少がカルシウム摂取量の減少につながってい
ることがわかった。
次に、直近のデータから、年齢別カルシウム摂

取の特徴と食品群の摂取状況をみたところ、カル
シウムが不足する層は、朝は欠食が多く、食事に
占める肉類の割合が高いことがわかった。
さらに、加齢とともに食の嗜好が変化すること

が、カルシウム不足の解消につながるかを確認し
たところ、むしろ、幅広い年齢層で魚介類の摂取
量の減少と肉類の摂取量の増加が起こっていたこ
とがわかった。若い世代の食生活を考慮すると、
カルシウム不足が解消されることは考え難い。

金融機関による農業セクターの脱炭素対応
（髙山航希）

人間が排出する温室効果ガス（GHG）は、平均気
温の上昇や様々な災害のリスクを高める。農業セ
クターは世界のGHG排出量の1/5から1/4を占めて
おり、排出量削減の必要性が高いと考えられる。
金融機関のなかには、サプライチェーン排出量

の考え方に基づき、投融資先の排出量削減を目指
すものが増えており、農業セクター向け投融資に
おいて削減目標を設定する金融機関も現れている。
また、目標設定をしているかどうかに関わらず、
取引先支援の一環として、投融資先の排出量削減
を支援する金融機関が増えており、農業生産者向
けにも様々な支援メニューが提供されている。具
体的には、サステナビリティ金融商品を農業生産
者に融資する等の金融支援のほか、カーボンクレ
ジットの販売等の非金融支援が行われている。

農協の意思反映システムの変化
（斉藤由理子）

農家の高齢化・減少、組合員の多様化など環境が大
きく変化するなか、多様な組合員等の意見や要望を反
映するよう、農協の意思反映システムは変化している。
総代や役員の選出枠に女性枠、青壮年部枠などを設

ける農協の割合は上昇し、准組合員の意思反映の仕組
みを導入する農協も増加している。意思反映の仕組み
を設けるだけでなく、組合員が意見・要望を出しやすく
する配慮をし、その意見を実際に農協の事業等に反映
させたことを広報誌等で組合員に報告することも行わ
れている。さらに、社会的課題の解決に向けて、農協は
消費者や地域住民という多様なステークホルダーとの
連携にも取り組んでいる。
このように、多様な組合員やステークホルダーの意

見や要望を事業や活動に反映することが農協の強みの
一つである。環境の変化への柔軟で適切な対応を可能
にし、農協が目標とする地域農業の振興や地域の活性
化にも寄与することを期待したい。

林地取引の実態と森林組合に求められる
役割に関する考察

（多田忠義）

森林組合は地域森林管理の主要な役割を果たし
ており、林地取引の仲介も行っている。全国の林地
取引は件数・面積ともに増加傾向にあり、森林を所
有する森林組合の数及び面積も増加している。アン
ケート調査では、森林組合員による売却・購入引き
合いが増加していることが分かった。聞き取り調査
からは、林地所有者が素材生産事業体に土地付き
立木買いを依頼するケースが増えていることが明ら
かになった。
将来、相続による林地流動化や国産材需要の増

加による土地付き立木買いが拡大し、森林組合の
構成員に変化が生じる可能性がある。この変化に対
応するため、機械・資材の調達や集出荷の共同を模
索する、あるいは、森林組合や森林組合連合会が
林地所有の受け皿を用意する検討も必要である。
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経済金融ウォッチ

（国内）
４月の金融政策正常化を織り込む金融市場

（海外）
1　景気鈍化の動きが継続（米国）

2　中央経済工作会議等からみる24年の

中国経済

2024年 2月号

（国内）
10～12月期は 2期連続のマイナス成長

（海外）
金融引き締め下でも堅調な米国経済

2024年 3月号

経済金融フォーカス（随時発信）

●　足元の長期金利上昇の効果について

●　利下げペースは速まる可能性も

●　依然として険しい財政健全化路線

経済見通し

スタグフレーション的な様相の国内景気

2024年 2月発信分

ほんとうのエコシステムって
なに？
─漁業・林業を知ると世界がわかる─

二平章・佐藤宣子　ほか　編著
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農林漁業系統金融に直接かかわる統計のほか、農林漁業

に関する基礎統計も収録。全項目英訳付き。

Ａ 判　　 頁

森里川海のつながりに支えられ、そして支えて
いるのが漁業と林業。漁業のパートでは、回転寿
司の魚はどこから来るの?といった親しみやすい話
題から、なぜ日本の海は魚が豊かなの?という誰で
も抱く疑問、資源管理のさまざまな仕組み、さら
には海洋プラスチックごみの問題といった喫緊の
テーマなどを取り上げる。また林業のパートでは、
世界の森とわたしたちの暮らしの関係、木材だけ
でない森林からの恵み、防災とのつながり、森の
豊かさと生物多様性の関係などに注目。いま求め
られる、持続的な森づくりとはどのようなものな
のか。

2023年4月3日発行　B5判164頁　定価(本体2,600円＋税）
農山漁村文化協会
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